
星槎大学　共生科学部　共生科学科

「約110年前のグラブ」

1845年、アメリカで現代につながるベースボー

ルのルールが誕生しました。当初グラブは存在せ

ず、バットとボールだけで行われていました。フェ

アフライをワンバウンド捕球した場合もアウト

だったのが、1865年にはノーバウンドで捕球し

た時だけアウトになるなど、徐々にルールが整備

され、プレーが激しくなると、1870年代には、手

を保護するための用具としてグラブやミットが使

われるようになります。

写真は1900年ごろのアメリカ、ゴールドス

ミス社製の革製のグラブです。サイズはタテ

19.5cm、ヨコ17cm、手首の部分の幅は9.5cm

と大変小さく、また現在の重さは、古くなって乾

燥していることもあって65gと軽いものです。特

徴的なのは、受球面の親指の付け根から小指側

にかけて付けられた“ふくらみ”です（現在のグ

ラブの“土手”に相当するでしょうか？）。これは、

ボールをつかみやすくするための工夫で、「手を

保護するための用具」として使われるようになっ

たグラブが、「捕球のための用具」へと進化してい

く痕跡といえるのではないでしょうか。

その後、ウェブが付けられ、平らな形状からポ

ケットの深い立体的な形状になるなど、グラブは

大きな進化をへて、現在に至っています。

日本プロ野球OBクラブ第１号　

中 藤 　 義 雄 （ な か と う 　 よ し お ）
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現在、岡山でバッティングセンター運営、及

び子どもたちに野球の楽しさ、野球で得た厳

しさ、礼儀、社会でのルールを伝えている。星

槎大学と、中藤氏との関わりは、OBクラブか

らである。事務局窓口の砂原氏に、中藤さん

から入れた一本の電話から、星槎大学を知る

ことになる。「仕事をしながら大学で資格を

取得するならOBクラブとの共同事業契約を

している星槎大学がある」と紹介を受けた。

中藤氏は、プロを辞めて家業を継いでからも

心の中にずっと秘めていた思いがあったと

いう。「やっぱり、僕には野球しかないんだ」

という思いが心を衝き動かし、事務局に相談

したのがきっかけである。さらに元同僚から

「学校で野球を教えてくれないか」の声掛け

があったことと野球を中心にして若者の人

間形成にもっと広く深く関わりたいと思って

いた。しかし、球児たちに指導するには多く

の壁が立ちはだかり一つひとつクリアしてい

かなくてはならない。その一つが教員免許の

取得である。中藤氏は学位の取得、教職資格

の同時取得に向けて準備中である。「4年後、

必ず叶えたい」というその思いは星槎大学で

きっと実現するはずである。もちろん家族の

支えがあるということも伝えておきたい。

岡山県出身　1986年プリンスホテルか

ら都市対抗野球に出場。ドラフト４位で

近鉄バファローズに入団。２年目にジュニ

アオールスターに選出。内野手。
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